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今回の基盤教育実習では，前半 10 日間（9 月後半）は全学年クラスの体育の授業に入り，参観また
は授業者の補佐などを行いながら子どもたちや授業の様子を観察・記録した。後半 10 日間（10 月以
降）は 5 年生のクラスに固定で入り，様々な教科の授業の様子を参観，授業者の補佐等を行った。実
習での観察の視点としては，基盤教育実習の研究目標①，②に沿って，①子どもたちの授業での様子 
②授業における学習環境 の 2 つに絞って行った。視点の②に関しては，今回は先行研究を基に学習























こと自体に，学習のねらいを持たせる」の 2 点であると述べている。この松田が述べる 2 点を援用し
た授業を行うことで子どもたちの「できないからやりたくない，面白くない。」という意識の改善につ
ながるのではないかと考える。このことに関してはさらに理論研究を推し進める必要がある。また，
どの子も今もっている力で楽しめるようにするには，運動をより子どもたちの実態に合わせることが
必要である。そのためには，子どもたち一人ひとりの阻害要因のなどの実態をより調査する必要性が
ある。アンケート調査を行うなどして詳しく実態把握を行っていきたいと考えている。 
 学校課題探究実習にて授業を行うにあたって，自分の授業実践力も一つの課題であると考える。学
校課題探究実習が始まるまでに，授業実践を行いながら，徐々に自分の授業実践力を磨いていきたい
と考える。 
 
 
